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前文・基本理念本文の検討（第 7回市民会議） 
〔 Ａ 班 〕 

◆ 前文・基本理念本文の検討 
た た き 台 修  正  箇  所 理      由 

 

《前文》 

わたしたちの熊本市は、美しく清らかな水、そして森の都とよばれる緑

豊かな自然に恵まれ、また、やがて築城４００年を迎える熊本城などの歴

史遺産を有し、九州の中心にあって、政治・経済・教育・観光・文化など

において重要な位置を占めてきた都市です。そういった環境の中で、あた

たかい熊本市民の人間性によってこれまで、まちをつくってきました。わ

たしたち市民と自治体である熊本市は、この美しい古里を守り、育ててい

こうと思っています。 

 しかしながら、少子高齢化問題、様々な環境問題などを始めとする今日

の社会経済情勢の変革の時代にあって、多くの深刻な課題が山積みされて

います。このような問題を解決していくために、今こそ市民の力が強く必

要とされており、市民が主体となって、自ら考え、自ら行動していく住民

自治が強く求められているのです。 

 美しい古里を守り、育てるという責務を果たし、真に自立した健全な自

治体となるために、地方政府としての枠組み、市民の市政への積極的な参

画、市と市民との協働の仕組みの基本的事項を定めるため、この条例を制

定します。 

 
 

 

 

《基本理念》 

市民及び市は、一人ひとりの人権が等しく尊重され、敬愛され、人と自然

と歴史が調和した活力あふれる明るく住みよい「熊本市」を協働により創

っていくことを目指します。 

 
 
 
◎「美しく清らかな水」 → 「阿蘇を源とする豊富な地下水」 
 
◎「やがて築城 400年を迎える」 → 削除する。 
 
◎「熊本城など」 →  「熊本城、○○○、・・・」 
 
◎「九州の中心にあって、政治・経済・教育・観光・文化などにおいて重要

な位置を占めてきた都市」  
 
◎「そういった環境の中であたたかい熊本市民の人間性によってこれまで、

まちをつくってきました。」 
 → ①「・・・あたたかい熊本市民の人間性、いままで優秀な人材を輩出

された・・・」  
  ②「これらの環境があたたかい人間性を育み数多くの人材を輩出してき

た・・・」 
③「この歴史的な環境や緑、自然が人を作り上げてきた・・・」 
最終案「そういった環境の中で先人の献身的な努力によってまちづくり

をしてきました。」 
 

◎「わたしたち市民と自治体である熊本市は・・」  
→①「わたしたち市民と熊本市は」 
②「わたしたち市民は」 

 
 
 
◎「古里」 → 「まち」 
 
 
◎「少子高齢化問題、様々な環境問題など」 → 「少子高齢化問題、様々

な環境問題、人権問題、教育問題」 
 
◎「地方政府としての枠組み」  

 
 
 
◎単なる水では川の水のようである。地下水を強調したい。 
 阿蘇を源とするということも入れたい。 
 
◎あと数年で 400年を迎え改正の必要が出てくる。 
 
 
◎他に武蔵など歴史的な遺産もある。熊本城だけではない。 
◎歴史的人物、優秀な人材を輩出してきたということも入れたい。 
 
 
◎地理的な中心ではある。 
 過去形になっているが、昔はそうであったから事実ではある。 
 
 
◎案として、熊本を象徴するような人物を入れて、熊本市民を外す。 
◎大きな流れを書いて、だから私たちはこの美しい場所をを守っていきた

いと言う風に書きたい。 
◎今まで出された前文カードの意見を見たらどうか。 
◎人間を作ってきたという教育の問題ではなくまちづくりをしてきたとい

う大きな包括的なことを書くべきではないか。 
◎57、58年前に廃墟と課した、焦土と課した事実を入れて、まちづくりを
してきたことをいれなくていいか。 

 
◎市民と行政が育てて行くのか、市民だけでいいのか。 
 
◎「・・・重要な位置を占めてきた都市です。」との記載がある後に古里

と来ると田舎のような違和感がある。 
 
◎解決しなければならないハンセン病問題などの差別や偏見の人権問題、

平和の教育なども入れたい。 
 
◎これはどういうことか分からないので、削除してはどうか。 
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〔 Ｂ 班 〕 

◆ 前文・基本理念本文の検討 
た た き 台 修  正  箇  所 理      由 

 

《前文》 

わたしたちの熊本市は、美しく清らかな水、そして森の都とよばれる緑

豊かな自然に恵まれ、また、やがて築城４００年を迎える熊本城などの歴

史遺産を有し、九州の中心にあって、政治・経済・教育・観光・文化など

において重要な位置を占めてきた都市です。そういった環境の中で、あた

たかい熊本市民の人間性によってこれまで、まちをつくってきました。わ

たしたち市民と自治体である熊本市は、この美しい古里を守り、育ててい

こうと思っています。 

 しかしながら、少子高齢化問題、様々な環境問題などを始めとする今日

の社会経済情勢の変革の時代にあって、多くの深刻な課題が山積みされて

います。このような問題を解決していくために、今こそ市民の力が強く必

要とされており、市民が主体となって、自ら考え、自ら行動していく住民

自治が強く求められているのです。 

 美しい古里を守り、育てるという責務を果たし、真に自立した健全な自

治体となるために、地方政府としての枠組み、市民の市政への積極的な参

画、市と市民との協働の仕組みの基本的事項を定めるため、この条例を制

定します。 

 
 

《基本理念》 

市民及び市は、一人ひとりの人権が等しく尊重され、敬愛され、人と自然

と歴史が調和した活力あふれる明るく住みよい「熊本市」を協働により創

っていくことを目指します。 
 

 
◎前文の中に自治基本条例策定のキーワード（住民自治、協働、情報公開、

人づくり等）を盛り込む。 
◎前文を読む人に、「熊本らしさ」を印象付ける。 
◎熊本の良さ（清らかな水、緑豊かな自然、歴史遺産等）の部分は残した方

がよい。 
◎歴史や郷土（ふるさと）、自然環境、文化遺産などは、これこそ熊本とい

うもので、前文には必要な要素。 
◎清らかな水、森の都、自然、歴史遺産等、熊本市の特徴を市民だけでなく

よその人にも伝え、そして熊本の良さ、誇りをみんなで守っていくこと

を強調する。 
◎「築城４００年を迎える熊本城」という部分は１０年後に読んでみて違和

感はないか、また課題が山積みされている状況も変わっていく。前回ま

での班別ワークショップでも出た意見だが、必要に応じて条例の内容を

見直すということを明記しておくべきではないか。 
◎前文のたたき台は少し情緒的すぎる。また「政治・経済・教育･･･」の部

分はなくてもよい。全体的にもっと簡略化した方がよい。 
◎「地方自治とは、･･･」をしっかりと述べる文章にすべき。 
◎何のために自治基本条例を作るのか。最終的な目的は市民一人ひとりの幸

福であり、郷土を愛すること、「くまもと愛」を認識し、これから市民

と行政が手を取り合って自分たちの住む熊本のまちづくりをしていくの

だという決意を述べる文章に。 
◎中段の「少子高齢化問題、様々な環境問題などをはじめとする･･･課題が

山積み」といった消極的な表現はない方が良い。もっと夢のある言葉で

語りたい。 
◎前文と基本理念には、この条例を作る目的や基本原則である「市民との協

働」等を明確に盛り込むべき。ダブってでも。 
◎前文のどこかに「この条例は市民と協働で、市民の思いを込めて作りまし

た・・・」というものを入れて欲しい。 
◎「（市民が）自ら考え、自ら行動する」という部分が重要。 
◎熊本市を作っているのは他でもない「人」であることを再認識させること

が大切。 
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〔 Ｃ 班 〕 

◆ 前文・基本理念本文の検討 
た た き 台 修  正  箇  所 理      由 

 

《前文》 

わたしたちの熊本市は、美しく清らかな水、そして森の都とよばれる緑

豊かな自然に恵まれ、また、やがて築城４００年を迎える熊本城などの歴

史遺産を有し、九州の中心にあって、政治・経済・教育・観光・文化など

において重要な位置を占めてきた都市です。そういった環境の中で、あた

たかい熊本市民の人間性によってこれまで、まちをつくってきました。わ

たしたち市民と自治体である熊本市は、この美しい古里を守り、育ててい

こうと思っています。 

 しかしながら、少子高齢化問題、様々な環境問題などを始めとする今日

の社会経済情勢の変革の時代にあって、多くの深刻な課題が山積みされて

います。このような問題を解決していくために、今こそ市民の力が強く必

要とされており、市民が主体となって、自ら考え、自ら行動していく住民

自治が強く求められているのです。 

 美しい古里を守り、育てるという責務を果たし、真に自立した健全な自

治体となるために、地方政府としての枠組み、市民の市政への積極的な参

画、市と市民との協働の仕組みの基本的事項を定めるため、この条例を制

定します。 

 
 

《基本理念》 

市民及び市は、一人ひとりの人権が等しく尊重され、敬愛され、人と自然

と歴史が調和した活力あふれる明るく住みよい「熊本市」を協働により創

っていくことを目指します。 
 

 
 
 
 
 
◎築城 400年を迎える熊本城 → 削除 
 
 
 
◎政冶・経済・教育・観光・文化 → 福祉を加筆 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎求められている →  
 
 
 
◎地方政府としての枠組み → の後ろに、「市民・行政・議会等のそれぞ

れの権利・義務」について加筆する。 

 
 
 
 
 
◎市の最高法規の前文であるから、個別事項は入れる必要がないのではな

いか？ 
 
 
◎福祉に関して盛り込みたいという意見があるようなので、ここにいれて

はどうか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎「求められている」からやるのではない、住民自治を「一緒にやってい

く・進めていく」のである。 
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〔 Ｄ 班 〕 
◆ 前文・基本理念本文の検討 

た た き 台 修  正  箇  所 理      由 
 

《前文》 

わたしたちの熊本市は、美しく清らかな水、そして森の都とよばれる緑

豊かな自然に恵まれ、また、やがて築城４００年を迎える熊本城などの歴

史遺産を有し、九州の中心にあって、政治・経済・教育・観光・文化など

において重要な位置を占めてきた都市です。そういった環境の中で、あた

たかい熊本市民の人間性によってこれまで、まちをつくってきました。わ

たしたち市民と自治体である熊本市は、この美しい古里を守り、育ててい

こうと思っています。 

 しかしながら、少子高齢化問題、様々な環境問題などを始めとする今日

の社会経済情勢の変革の時代にあって、多くの深刻な課題が山積みされて

います。このような問題を解決していくために、今こそ市民の力が強く必

要とされており、市民が主体となって、自ら考え、自ら行動していく住民

自治が強く求められているのです。 

 美しい古里を守り、育てるという責務を果たし、真に自立した健全な自

治体となるために、地方政府としての枠組み、市民の市政への積極的な参

画、市と市民との協働の仕組みの基本的事項を定めるため、この条例を制

定します。 

 
 

《基本理念》 

市民及び市は、一人ひとりの人権が等しく尊重され、敬愛され、人と自然

と歴史が調和した活力あふれる明るく住みよい「熊本市」を協働により創

っていくことを目指します。 
 

 
 
◎やがて→平成１９年に訂正。追加として「日赤発祥の地として」を入れる 
 
◎市民の力→市民一人一人の力に訂正。追加として「コミュニティ」をいれ

る 
 
◎美しく清らかな水→約１００％の地下水を使っている事も入れる 
 
◎やがて築城４００年→４００年をすぎても使えるよう「４００年」を取る 
 
◎政治経済→農業を入れなくても良いか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎「市民全体の幸せを願い」を追加 
◎「歴史の流れの中の一員であることを理解し､次世代によりよい世界をわ

たす」言葉を入れてほしい。 

 
 
 
 
◎健全な自治体となるため 
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〔 Ｅ 班 〕 
◆ 前文・基本理念本文の検討 

た た き 台 修  正  箇  所 理      由 
 

《前文》 

わたしたちの熊本市は、美しく清らかな水、そして森の都とよばれる緑

豊かな自然に恵まれ、また、やがて築城４００年を迎える熊本城などの歴

史遺産を有し、九州の中心にあって、政治・経済・教育・観光・文化など

において重要な位置を占めてきた都市です。そういった環境の中で、あた

たかい熊本市民の人間性によってこれまで、まちをつくってきました。わ

たしたち市民と自治体である熊本市は、この美しい古里を守り、育ててい

こうと思っています。 

 しかしながら、少子高齢化問題、様々な環境問題などを始めとする今日

の社会経済情勢の変革の時代にあって、多くの深刻な課題が山積みされて

います。このような問題を解決していくために、今こそ市民の力が強く必

要とされており、市民が主体となって、自ら考え、自ら行動していく住民

自治が強く求められているのです。 

 美しい古里を守り、育てるという責務を果たし、真に自立した健全な自

治体となるために、地方政府としての枠組み、市民の市政への積極的な参

画、市と市民との協働の仕組みの基本的事項を定めるため、この条例を制

定します。 

 
 

 

 

 

 

《基本理念》 

市民及び市は、一人ひとりの人権が等しく尊重され、敬愛され、人と自然

と歴史が調和した活力あふれる明るく住みよい「熊本市」を協働により創

っていくことを目指します。 

 
 
◎清らかな水 → 「清らかな」は削除 

「柔らかな水」「湧水」「地下水」という表現で 
 
◎美しく清らかな水 → 美しく清らかな地下水 
 
◎歴史遺産を有し、 → 歴史遺産を有しております。 
 
◎九州の中心にあって → 九州の中心に位置し 
 
◎政治・経済・教育・観光 → 政治・経済・福祉・教育・観光 
 
◎重要な位置を占めてきた → 重要な役割を果たしてきた 
 
◎そういった環境の中で、あたたかい熊本市民の人間性によってこれまで、

まちをつくってきました。→ 削除  
 
◎あたたかい熊本市民 → ぬくもりのある熊本市民 
 
 
◎古里 → ふるさと 
 
 
◎育てていこうと思っています → 育てていく必要があります 
 
◎しかしながら → しかしながら

 
◎少子高齢化問題、様々な環境問題などを始めとする今日の社会経済情勢の

変革の時代にあって、多くの深刻な課題 
→社会経済情勢の変革の時代にあって、少子高齢化問題、様々な環境問題

などの多くの深刻な課題 
 
◎今こそ市民の力が強く必要とされており → 削除 
 
◎市民の力が強く必要されており → 市民の協力体制が重要であり 
 
◎真に自立した健全な自治体 → 真に自立した健全な自治体 
 
◎健全な自治体となるために → 健全な自治体とするために 
 
 
 
 
◎市民及び市は、市民が健康で生活の安定と向上及び将来に希望と夢が持て

る社会環境創りを目指す。（全文修正） 

 
 
◎川なども今はあまりきれいではない。熊本の水の性質や熊本市の特色で

ある「地下水」という表現をはっきり書いたほうがいい。（数名から） 
 
 
 
◎文章が長い。切るところは切る。 
 
 
 
◎この項目の並びだと福祉も必要と思われる 
 
 
 
◎（２名から） 
 
 
 
 
 
◎わざわざ漢字にする必要はない。ひらがなの方がやわかかい感じがする 
（２名から）。漢字で書くと古臭いイメージがある。 
 
◎もっと強調すべき 
 
 
 
◎「少子高齢化問題、様々な環境問題」が「多くの深刻な課題」だから 
 
 
 
 
 
 
◎「強く」が２回続くから 
 
 
 
◎前段の「美しい古里を守り～」の部分は市民が主語になっているので、

後段も市民を主語にする。 
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〔 Ｆ 班 〕 
◆ 前文・基本理念本文の検討 

た た き 台 修  正  箇  所 理      由 
 

《前文》 

わたしたちの熊本市は、美しく清らかな水、そして森の都とよばれる緑

豊かな自然に恵まれ、また、やがて築城４００年を迎える熊本城などの歴

史遺産を有し、九州の中心にあって、政治・経済・教育・観光・文化など

において重要な位置を占めてきた都市です。そういった環境の中で、あた

たかい熊本市民の人間性によってこれまで、まちをつくってきました。わ

たしたち市民と自治体である熊本市は、この美しい古里を守り、育ててい

こうと思っています。 

 しかしながら、少子高齢化問題、様々な環境問題などを始めとする今日

の社会経済情勢の変革の時代にあって、多くの深刻な課題が山積みされて

います。このような問題を解決していくために、今こそ市民の力が強く必

要とされており、市民が主体となって、自ら考え、自ら行動していく住民

自治が強く求められているのです。 

 美しい古里を守り、育てるという責務を果たし、真に自立した健全な自

治体となるために、地方政府としての枠組み、市民の市政への積極的な参

画、市と市民との協働の仕組みの基本的事項を定めるため、この条例を制

定します。 

 
 

《基本理念》 

市民及び市は、一人ひとりの人権が等しく尊重され、敬愛され、人と自然

と歴史が調和した活力あふれる明るく住みよい「熊本市」を協働により創

っていくことを目指します。 
 

 
 
◎やがて築城４００年を迎える  →  日本三名城の一つ 
 
 
 
 
 
◎しかしながら、少子高齢化問題、様々な環境問題などを始めとする今日の

社会経済情勢の変革の時代にあって、多くの深刻な課題が山積みされて

います。このような問題を解決していくために、今こそ市民の力が強く

必要とされており→ 削除 
 
◎「やがて築城４００年を迎える」、「しかしながら、少子高齢化問題、様々

な環境問題などを始めとする今日の社会経済情勢の変革の時代にあっ

て、多くの深刻な課題が山積みされています。このような問題を解決し

ていくために、今こそ市民の力が強く必要とされており 」 → そのま
までよい 

 
◎森の都、熊本城、九州の中心等 → 削除 
 
 
 
 
◎九州の中心にあって → 削除 
 
◎誰が読んでもわかるような文面にしてほしい。 
◎読みづらい。流れが悪い。 
 
◎内容はこんなものだと思うが、前文だから文の格調をもっと高くしたらよ

いのではないか。 
 
◎アイデンティティが文言にほしい。 
 
◎熊本市がめざす姿を盛り込むべきである。 
 
 
 
 

 
 
◎後世のことを考慮し、数値は入れない方がよい。 
◎前文は、本文の飾り的な役割であるが、自治基本条例の前文であって、

市史の前文ではない。短期的なものではなく、哲学的な視点で作成すべ

きである。また、前文は基本的考えを記載すべきであるため、目標・理

想等について記載すればよい。 
 
◎前文に現在の情勢を入れるのだろうか。時代は変わっていくものである。 
◎前文は普遍的なものであってほしい。また、現状ではなく、目標・理念

等について記載すべきである。 
 
 
◎条例を制定する際は、制定年月日が明記される。また、その後改正する

こともできるため、制定当時の歴史がわかり、逆にいいのではないか。 
 
 
 
 
◎自己満足と感じる。自治基本条例は、宣伝に利用するためのものではな

く、熊本市民のものである。 
◎前文に熊本市の紹介は必要ない。観光等については、本文（第 8章「ま
ちづくり」）に入れればよい。 

 
◎地理的な位置を示す必要はない。 
 
◎市民にわかりやすく伝えることが重要である。 
 
 
◎もっと普遍性を！そして理想を！ 
 
 
◎熊本市がどのような都市を目指すのか？ 
 
◎本文が重要なのであって、前文はあくまで飾りでしかないため、象徴的

なものでよい。 

 


